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　ある。この報告では省略したが，第3回ICU幼児言語学シンポジウム（昭和53
　年7月）で，「幼児の音まね語とその習得過程一1歳から2歳」のテーマで発
　表し，同学会の刑行物に掲載予定なので，詳しくは，そちらを読んでいただきた
　い。そこでは，音まね語を以上の七種に分類した。そのうち①②③の語は，この
　報告の名詞の中にも含まれている。T児はこの種の語が非常に多い。（5）（6＞（7）は，
　鋤詞その他に含めることも可能であるが，間題が多いのでそれはしなかった。
7）　「＝ン」は，用例にも多く出ているが，名詞ほか形容詞，講詞，代名詞とあら
　ゆる品詞の単語についている。T児の造語であるQ　32回
8）　この幼児は，乗物が好きだと前にも述べたが，色名を交差点の信号の青と赤か
　らおぼえた。1歳4か月ごろであったが，その後，調査者のヒントもあってか，
　母親が意識して教えることがあったのか，色々のものを「アカ」「アオ」と命名
　するようになって，1歳9か月に「赤」が安定し「アカイ　プーブー」「アカイ
　パッパ（ストーブ）」と修飾語として，二語結合としても使用するようになり，半
　月後には「1，t”｛」が安定して，「アオイ　ゴーゴー」「アオイ　クック（父親の靴）」
　と言うようになった。しかし，これまでの研究を見ると，研究が少ないのである
　が，6歳で66％である。愛育研究所編『乳幼児精神発達検査』（昭和25年，金子
　書房）によると，赤，黄，青，緑を印刷したカードを見ぜて雷わせるテストで，
　四色全部正しく言えた合格率は次のようである。各年齢約200名の幼児に行った
　ものである。なかなか正確な命名はむずかしいようである。
　　　　　　　　　色名（赤。黄・青。緑）テストの合格率
??
計
4 歳
欄細細
6．3
4．2
5．4
13．2
34．5
23．7
9，7
20．　8
14．8
?? 歳
欄睡鯛計
45．2
45．1
45．2
52．2
69．　6
6L2
50，0
62．5
56．3
6
前期隆期
67．　6
67．5
67．5
45．8
80．0
59．1
??
「??
62．2
69．5
66．　0
9）子どもの使用語については，筆管もr幼児言語の発達』（東京堂鵬版）で，一女
　児の6歳までについて述べたことがある。その他，岩淵悦太郎・村石昭三編『幼
　児の用語』（H本放送鵬版協会）には，3児の5歳までの使用語のうち基本度の
　高い1，051語について，その用例およびそれぞれの語についての鰐説が報告され
　ている。
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